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２．十津川流域で最近生じた斜面崩壊 －2004 年大塔村宇井の斜面崩壊－ 
 
石井孝行・諏訪 浩 
2.1  はじめに 
 






年 8 月 10 日未明に十津川流域の大塔村宇井地区で規模は大きくないが斜面崩壊が発生し
た．そこで，崩壊発生後，時間があまり経過していない同年 8 月と 11 月の２回，同崩壊
地の地形測量・すべり面の性質および地質調査を行い，斜面崩壊発生の素因および崩壊地
の拡大などを検討した． 
                                                 
 
                 図１ 崩壊地の位置（図中の矢印） 
          国土地理院発行２万五千分の１地形図「辻堂」，「上垣内」図幅を使用 
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いた．さらに，崩壊に至るまでの主な降水量は６月 21 日に 150mm/day，７月末から８月上
旬にかけて襲来した台風 10・11 号による総雨量は 540mm 達していた．           
 
2.3  崩壊斜面の性質 
 
2.3.1 崩壊地およびその周辺の地形特性 




                                                 
 
図２ 崩壊地の輪郭 




































図４ 崩壊地の地形分類（2004 年８月 14 日測量） 





















2004b）に示されている面積比率で崩落土量を配分すると，それぞれ 15.4 万m3（１次滑落）, 









































































１．レゴリスⅠ， ２．レゴリスⅡ，３．比較的新鮮な基盤岩石 ４．滑落崖基部． 
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